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Iwate Prefectural University

まちづくり研究所がCR-1グランプリ優秀賞受賞
　県立大と盛岡市が設置している「盛
岡市まちづくり研究所」の調査研究（盛
岡市の社会動態及び人口の将来推計）
が、財団法人日本都市センター主催の
第一回都市調査研究グランプリ（CR-1
グランプリ）において自治体実施調査
研究部門優秀賞を受賞しました。

平成22年度学長奨励賞

このたびの震災により被害を受けた皆様に心よりお見舞いを申し上げます

社会福祉学部
⃝関澤　真理　第 27 回全日本武術太極拳選手権大会で活躍
ソフトウェア情報学部　
⃝今　隼太、千葉裕介、清水　遥、齋藤大貴

 ET ロボコン 2010 東北地区大会総合優勝
⃝堀江佑太、鈴木広大、田中一穂、畑中美智子

 ET ロボコン 2010 東北地区大会総合 3 位
⃝菊池幸恵　情報処理学会第 72 回全国大会学生奨励賞受賞
⃝十文字健之　　同上
⃝濱田憲明　　　同上
ソフトウェア情報学研究科　
⃝阿部俊祐　情報処理学会第 72 回全国大会学生奨励賞受賞
⃝木下尋斗　　同上
⃝佐藤剛至　　同上
⃝陳　実　　　同上

総合政策学部
⃝佐藤麻衣、大巻雄太、奥寺麻衣、菊池貴行、
　高橋裕太、藤村遼太郎

 「アロニア福田パン」商品の企画・販売
⃝岩崎みなみ、住吉未佑、橋場早希　自転車の安全利用の普及
総合政策研究科
⃝小山田智彰　アツモリソウの画期的培養方法の確立
盛岡短期大学部
⃝高橋華慧　ロシアミッション（日本青年会議所主催）で活躍
レクレーション＆ボランティアサークルどろんこ隊☆
⃝地域の子育て支援活動への貢献
学生ボランティアセンター厳美出張所
⃝岩手・宮城内陸地震被災地での住民支援
TEAM DAKS（チーム　ダックス）
～子どもたちによる災害福祉マップづくり～
⃝子ども参画の災害福祉マップの企画・実施による地域貢献
いわてチャリパト隊、川前パトロール隊
⃝地域見守り活動等の企画による巡回の実施

【学長メッセージ】

　このたびの東日本大震災により被災された方 に々、岩手県
立大学を代表して心からお見舞い申し上げますとともに、犠
牲になられた方 に々対しまして謹んで哀悼の意を表します。
　今回の事態は、岩手県立大学といたしましてもかつて経
験したことのないものとなっておりますが、教職員一丸となっ
て学生の学習環境の正常化に向けて努力する所存でござい
ます。

　被災された学生に対しましては、入学手続きや学生生活
をおくる上で困難な状況がある場合には、特段の配慮を行
うこととしております。
　何かお困りのことがある場合には御遠慮なく御相談いた
だきますようお願いいたします。

	 　　　　平成23年 4月15日
	 　　　　岩手県立大学　学長　中村慶久
※具体的な支援の内容は岩手県立大学ホームページをご覧ください。
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人事情報

岩手県立大学からのお知らせ

●退職（平成23年3月31日付） 
看護学部／教授 石川みち子
看護学部／教授 竹崎登喜江
看護学部／講師 石井真紀子
看護学部／講師 浅沼　優子
看護学部／助教 木内　千晶
看護学部／助手 高野　朋大
社会福祉学部／准教授 鎌田　滋子
社会福祉学部／准教授 渡辺　道代
ソフトウェア情報学部／講師 加藤　貴司

●採用（平成23年4月1日付） 
看護学部／准教授 村松　　仁
看護学部／講師 相墨　生恵
看護学部／講師 堀篭ちづ子
看護学部／講師 松川久美子
看護学部／助手 野田真貴子
総合政策学部／講師 辻　　盛生
総合政策学部／助教 鈴木　正貴
盛岡短期大学部／講師 高泉　佳苗
学生支援本部／准教授 高瀬　和実

●昇任（平成23年4月1日付） 
看護学部／助教 及川　紳代
総合政策学部／教授 斎藤千加子
総合政策学部／教授 佐野　嘉彦
総合政策学部／教授 高嶋　裕一
総合政策学部／助教 宇佐美誠史
盛岡短期大学部／准教授 長坂　慶子
盛岡短期大学部／助教 笹田　怜子
盛岡短期大学部／助教 松本　絵美
宮古短期大学部／准教授 神谷　厚徳
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フィリピンの子どもたちに豊かな水を
初の海外ボランティア

井戸プロ・ワークキャンプ
三者協働の
プロジェクトが実現
～JPCom×NORIE×IPUSVC～ 井戸プロ・ワークキャンプ

学生ボランティアセンター（IPUSVC、略
称ボラセン）が、本学初の海外ボランティ
ア活動に取り組みました。フィリピンに飲
料水用の井戸を掘り続けている日本の
NGOが展開する活動への協働参加で
す。題して「県大・井戸プロジェクト・ワーク
キャンプ」。プロジェクト発足から現地ワ
ークキャンプ実践までの道のりを現地報
告を交えてご紹介します。

ワークキャンプ参加者
鈴木佐知子（社福１）、高井勇輝（ソフト１）、宇部
純香（看護１）、渡辺琴乃（看護２）、八重樫綾子（社
福３）、松本唯美（社福３）、那須智絵（社福３）、
小野寺理佳（社福３）、浅石裕司（社福・院１）、山
本准教授

おもてなしの昼食に感謝。現地の食文化にふれ
ることができました。

井戸には記念の大理石プレートが設置されま
した。

別れの日、ホストファミリーのママと何度もハ
グをしました。

9日、いよいよ井戸掘り開始。早朝から、夕方まで
交代で鉄パイプの打ち込み！

きれいな水がキラキラ光って出てきました。み
んな大歓声。

子どもたちの笑顔が、いつも私たちに元気をく
れました。

IDOプロジェクト記念の大理石プレート

私はやる、YES, I DO !
鈴木佐知子さん（社会福祉学部 1年）
　日本で応援してくれた人たち、ワークキャンプの仲間たち、
フィリピンの村の人たち…　それぞれの想いが「井戸」とい
う形となって完成したときには、嬉しさと感謝で胸がいっぱ
いでした。井戸掘りというひとつの目標は達成しましたが、
これからもまだ、私たちにできることはきっと沢山あると思
います。みんなの「Ｉ ＤＯ（アイドゥー）！」の気持ちを大切
にしながら、これからもＩＤＯプロジェクトを続けていきた
い！…　という気持ちをあらたにしました。

IDOプロジェクトは
今後も
継続していきます
県大ボラセンアドバイザー
山本克彦准教授
（社会福祉学部）

　どんな活動にも「物語」があります。IDOプロジェクトの
はじまりは、関西のアーティストNORIE からの1本の電話
でした。「フィリピンの子どもたちに、きれいな水を。その
ために井戸を掘りたい！学生さんに協力してほしい。」… 僕
は即 OKをしました。きっと、学生たちはこの想いに共感し、
力を発揮してくれると信じていたからです。
　それから2年間、学食前で毎日のポストカード販売、さ
らに大学祭や地域のイベントでも、NORIE の想いを形にし
ようと学生たちは熱心に活動を継続。いつしかフィリピンに
行ってみたいという夢を持ち始めていました。この 3月、資
金も集まり、大学からの支援も受けてその夢が実現しました。
　朝早くから夕方まで、根気よくパイプを打ち込み続けて3
日目…井戸からは飲料水としての基準を満たす水がキラキラ
と光を浴びてあふれてきました。感動でした。身近な場所
で飲料水が手に入るということは土地の人々の生活を大きく
改善します。そしてこれからの毎日、この場所に人が集まり
「井戸端会議」がはじまるのです。

IPUSVC
（岩手県立大学学生ボランティアセンター）
全国でも数少ない大学設立学生運営のボランティア
センター。地域からのボランティア依頼に応えるだけ
でなく、さまざまな地域に出かけ、ボランティアニーズ
を探りながら活動を生み出すプロジェクト型の活動展
開を行っています。

NORIE（髙木紀枝）さん
個性的なイラストと詩を載せたポストカードの作者
NORIEさんは、関西在住のアーティスト。JPComの
活動で訪れたフィリピンで、飲む水さえ手に入らない
現地の状況に愕然とし、自らのポストカード売り上げを
フィリピンの井戸製作のために支援することを決意。
本職は、福祉施設職員として介護の現場で奮闘中。

JPCom
（Japan Philippines Community & Communication）
日本とフィリピン、子どもたちの笑顔が広がる地域とく
らしを創るNGO。代表の桑原英文さんは、フィリピン
での活動のほかに、災害ボランティアのプロとして、
多くの災害現場に出向き、災害ボランティアセンター
運営の支援や支援者養成にあたっています。

ポストカードの販売と募金活動をする
IDOプロ代表の阿部美智子さん（右端）と
スタッフ

　平成 21年６月から始まった、井戸掘り
資金を集める支援活動「県大・井戸プロジ
ェクト（IDOプロジェクト）」は、国際協力団
体 JPCom、アーティストNORIEさん、県大
学生ボランティアセンターの三者による協働
の取り組みです。ボラセン IDOプロスタッ
フが、NORIEさんのポストカードを大学祭
や地域イベントなどで販売し、その収益金
の一部をJPComを通して、フィリピンの村
で井戸を掘る資金として提供。ポストカード
販売と同時に募金活動も行い、平成 23 年
1月までに井戸掘りに必要な経費の半分に
あたる約15 万円を集めました。
　平成 22年の夏には、IDOプロの活動を
通して学生からフィリピンで活動したいとい
う声が高まり、学内の助成に応募、学長裁
量経費を受けて、平成 23 年 3月、現地で
のワークキャンプ参加が実現しました。
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●フィリピン共和国ヌエバエシア州ザラゴザ町
　マナオール第 6・７地区（ルソン島中部）
　ザラゴザ町マナオール第 6・７地区は、ルソン島の中部にある人口
260人の地域。主な収入源は、稲作、養豚、畑作など。地区には、
浅い井戸しかなく、安全な飲料水が入手できず、不衛生な水の影響
で間質性肺炎やコレラ、赤痢などが発生しています。今回は、現地
地域住民と協力し、土壌汚染の進んでいない地下約 30メートル以
上にある水脈を掘り当てることになりました。

国
内
活
動
の
経
緯

現
地
活
動
報
告
（
平
成
23
年
3
月
7
日
〜
18
日
）

井戸建設地

特集1
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中村  慶久
岩手県立大学学長

Nakamura Yoshihisa

0405 Iwate Prefectural University

栃内優美●盛岡市出身。本校の看護
学部卒業後、盛岡市内の病院に勤務
し7年目。成人看護学研究分野の慢性
疾患CNS（専門看護師）コースに所属。
糖尿病患者の療養とそれに対する看
護について研究中。

藤原聖史●福島市出身。県立大学総
合政策学部卒業。現在、チシマゼキシ
ョウ属の分類学的遺伝子解析を実
施中。栽培アツモリソウの遺伝子解
析を行い、山に復元すべきアツモリソ
ウの特定に取り組む。

藤原聖史●福島市出身。県立大学総
合政策学部卒業。現在、チシマゼキショ
ウ属の分類学的遺伝子解析を実施
中。栽培アツモリソウの遺伝子解析を
行い、山に復元すべきアツモリソウの
特定に取り組む。

吉田渡●盛岡市出身。県立大学社会
福祉学部卒業、県立大学大学院社会
福祉学専攻博士前期課程修了。介護
予防に着眼して地域福祉を研究。日
本地域福祉学会、日本キリスト教社
会福祉学会所属。

表
な
ど
大
学
院
な
ら
で
は
の
経
験
、
自
分
の
研

究
が
地
域
社
会
に
与
え
る
影
響
の
観
察
、
社
会

で
通
用
す
る
能
力
・
考
え
方
の
習
得
を
し
た
い

と
感
じ
た
こ
と
が
大
学
院
進
学
の
動
機
で
す
。

学
部
4
年
間
で
は
足
り
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

学
長
●
私
も
学
生
時
代
に
大
学
の
４
年
間
で
は

能
力
不
足
と
感
じ
た
一
人
で
す
。
吉
田
く
ん
の

進
学
の
動
機
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
た
か
。

吉
田
●
博
士
前
期
課
程
の
と
き
の
指
導
教
員
が

私
と
同
じ
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
っ
た
こ
と
が
大
き

い
で
す
。
研
究
の
問
題
意
識
を
心
か
ら
理
解
し

て
く
れ
る
指
導
者
と
の
出
会
い
が
、
進
学
を
決

意
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

藤
原
●
私
は
、
4
年
の
春
に
は
就
活
を
や
め
て

院
に
進
む
た
め
の
準
備
を
始
め
ま
し
た
。
大
学

院
に
進
む
た
め
の
入
試
対
策
と
い
う
こ
と
で
な

く
て
、
専
門
研
究
を
し
っ
か
り
や
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

学
長
●
そ
う
だ
ね
、
普
段
の
勉
強
を
し
っ
か
り

や
っ
て
い
れ
ば
、
大
学
院
の
敷
居
は
高
く
な
い

し
、
若
い
時
期
の
２
～
３
年
は
長
く
な
い
。
本

学
の
大
学
院
で
は
、
就
職
し
た
後
に
大
学
院
で

専
門
研
究
に
臨
む
こ
と
の
で
き
る
道
も
開
か
れ

て
い
ま
す
。
学
生
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
大
学

院
は
、
自
分
を
よ
り
成
長
さ
せ
る
こ
と
の
出
来

る
場
で
あ
り
、
大
き
な
成
長
の
チ
ャ
ン
ス
の
あ

る
場
だ
と
認
識
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

大
学
院
を
も
っ
と

活
発
な
議
論
の
場
に
し
た
い

学
長
●
県
大
の
大
学
院
を
こ
の
よ
う
に
し
た
い

と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
す
か
。

吉
田
●
も
っ
と
学
部
生
が
進
学
を
志
す
大
学
院

に
し
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
で
き
る
だ

け
早
く
研
究
活
動
の
面
白
さ
を
体
験
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
論
理

的
に
考
え
る
力
を
格
段
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
進
学
の
実
力
が
自
然
に
身
に

つ
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

学
長
●
何
が
問
題
な
ん
だ
ろ
う
か
。

吉
田
●
苦
手
意
識
を
持
た
ず
に
、
い
ろ
い
ろ
な

考
え
の
人
と
積
極
的
に
議
論
す
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
自
分
と
向
き
合
う
だ
け
で
な
く
、
他

者
と
向
き
合
う
こ
と
が
研
究
に
は
絶
対
に
必
要

で
す
。

学
長
●
も
っ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
な
さ

い
と
い
う
こ
と
だ
ね
。

吉
田
●
少
な
く
と
も
、
大
学
院
こ
そ
議
論
の
場

だ
と
思
う
の
で
す
。

藤
原
●
総
合
政
策
学
部
の
場
合
は
、
多
く
の
方

が
総
政
に
理
系
分
野
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い

と
い
う
こ
と
に
不
安
を
感
じ
ま
す
。
も
っ
と
ア

ピ
ー
ル
す
べ
き
だ
な
と
思
い
ま
す
。

学
長
●
大
学
院
に
進
む
こ
と
の
意
味
も
同
じ
よ

う
に
ア
ピ
ー
ル
が
足
り
な
い
か
も
し
れ
な
い
ね
。

学
生
た
ち
に
力
を
つ
け
て
も
ら
う
に
は
大
学
院

が
あ
る
ぞ
と
言
い
た
い
で
す
ね
。

対
話
の
詳
細
は
W
e
b
版
で
読
む
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大学院の学び の魅力を院生に聞く
学長トークセッション 教員と学生が身近な話題から現代社会の問題までを自由に話し合うトークセッション。

講義では聞けない疑問、珍問なんでもありの学生企画コーナーです。

大
学
院
生
の
研
究
テ
ー
マ

学
長
●
そ
れ
で
は
、
率
直
か
つ
簡
潔
に
自
己
紹

介
か
ら
（
笑
い
）。

栃
内
●
県
大
の
看
護
学
部
を
卒
業
し
て
、
盛
岡

市
内
の
病
院
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
成
人
看
護

研
究
分
野
の
慢
性
疾
患
C
N
S
（
専
門
看
護
師
）

コ
ー
ス
で
学
ん
で
い
ま
す
。
糖
尿
病
な
ど
の
慢

性
疾
患
を
抱
え
る
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
ま
す
。

浅
井
●
私
は
、
幼
稚
園
を
対
象
と
し
た
情
報
技

術
の
活
用
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。「
岩
手

県
私
立
幼
稚
園
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
の
運
用
を

通
じ
て
、
幼
稚
園
経
営
や
幼
児
教
育
へ
の
効
果

な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

吉
田
●
介
護
予
防
に
着
眼
し
て
地
域
福
祉
を
研

究
し
て
い
ま
す
。

藤
原
●
私
は
、
大
学
に
入
る
な
ら
幅
広
い
こ
と

を
学
び
た
い
と
考
え
、
総
合
政
策
学
部
を
選
択

し
ま
し
た
。
現
在
は
、
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
の
保
全

に
関
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
学
院
の
敷
居
は
高
く
な
い
し
、

若
い
時
期
の
２
～
３
年
は

長
く
な
い

　
学
長
●
次
に
、
な
ぜ
県
大
の
大
学
院
に
進
も
う

と
思
っ
た
の
か
を
聞
く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

栃
内
●
一
つ
に
は
、
や
は
り
母
校
だ
と
い
う
こ

と
が
大
き
な
進
学
の
動
機
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
C
N
S
コ
ー
ス
は
、
ど
こ
の
大
学
に

も
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
母
校
に
あ
る

の
は
幸
運
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

学
長
●
県
大
の
C
N
S
コ
ー
ス
は
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
を
担
う
専
門
看
護
師
養
成
の
舞
台
と
な

っ
て
い
く
で
し
ょ
う
ね
。

浅
井
●
私
の
場
合
は
、
国
内
・
外
で
の
学
会
発

中村慶久●東北大学大学院工学研究科博士課程修了。
工学博士。専門分野は、電子工学・磁気記録工学。東北大
学教授（電気通信研究所）、東北大学電気通信研究所所
長、(独)科学技術振興機構JSTイノベーションプラザ宮城
館長を経て2009年4月1日より県立大学学長。

特集２ トークセッション
教員と
学生による
対話集 Vol.8

Cast

吉田渡●盛岡市出身。県立大学社会
福祉学部卒業、県立大学大学院社会
福祉学専攻博士前期課程修了。介護
予防に着眼して地域福祉を研究。日
本地域福祉学会、日本キリスト教社
会福祉学会所属。

浅井勇貴●花巻市出身。県立大学ソフ
トウェア情報学部卒業。学部時代より
経営情報システム学講座所属。幼稚園
を対象とした情報技術の活用につい
て研究。2009年4月より「岩手県私立
幼稚園ポータルサイト」運用開始。

栃内  優美
看護学研究科博士前期課程2年

Tochinai Yumi

吉田　渡
社会福祉学研究科博士後期課程2年

Yoshida Wataru

浅井  勇貴
ソフトウェア情報学研究科博士前期課程2年

Asai Yuuki

藤原聖史
総合政策研究科博士前期課程1年

Fujiwara Kiyofumi
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目指す成果・達成状態目指す成果・達成状態
○積極的な論文・学会発表
○多様な媒体を通じた研究成果の周知・活用

○国公立大学の全国平均を上回る受験倍率の確保
○大学院の定員充足

○受託・共同研究の増加
○県民のシンクタンクとしての政策提言の増加

○教育プログラムの検証・改善
○基盤教育と専門教育の組み合わせによる学生満足度の向上

○教職協働による学内の活性化○採用先企業や卒業生の進路に関する満足度・就職率の高水準を維持
○県内への就職率の向上

地域の中核人材育成と活力 創出に貢献する大学をめざして特集3

　

こ
の
た
び
の
第
二
期
中
期
計
画
に
お
い
て

は
、
教
育
と
研
究
の
成
果
を
地
域
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
、
さ
ら
に
は
そ
の
た
め
の
基
盤
整
備
を

す
す
め
る
体
制
づ
く
り
に
主
眼
を
置
い
て
計
画

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

重
点
計
画
と
し
て
、
教
育
・
研
究
、
地
域
貢

献
、
国
際
交
流
に
関
わ
る
６
つ
の
取
り
組
み
を

定
め
て
い
ま
す
が
、
な
か
で
も
、
地
域
貢
献
に

関
わ
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
重
点
計
画

と
し
て
掲
げ
た
、
産
学
公
連
携
の
強
化
と
県
民

シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
の
強
化
は
、
今
後
の
大
学

の
方
向
性
を
大
き
く
左
右
す
る
重
要
な
取
り

組
み
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
産
学
公
連
携

の
強
化
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、「
い
わ
て
も

の
づ
く
り
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
融
合
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
セ
ン
タ
ー
」
の
下
で
、
産
学
共
同
研
究
や
高

度
技
術
者
の
育
成
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
県

民
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
の
強
化
の
た
め
の
措
置

と
し
て
、「
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の
下

で
の
実
証
的
な
調
査
研
究
を
通
じ
て
、
県
民
生

活
の
課
題
解
決
の
た
め
の
政
策
提
言
に
取
り

組
む
予
定
で
す
。

県
立
大
学
の
新
た
な
6
年
間
の
始
ま
り
に

あ
た
り
、
学
生
目
線（
学
生
の
成
長
を
最
も
重

視
す
る
こ
と
）、
と
地
域
目
線（
教
育
と
研
究
に

よ
っ
て
地
域
社
会
を
支
え
る
こ
と
）と
い
う
２

つ
の
視
点
に
立
っ
て
、「
地
域
の
中
核
人
材
育

成
と
活
力
創
出
に
貢
献
す
る
大
学
」
の
実
現

を
大
学
運
営
の
基
本
姿
勢
と
し
ま
し
た
。

こ
の
目
標
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

「
18
歳
人
口
の
減
少
」
と
「
人
口
減
少
や
高
齢

化
な
ど
の
地
域
社
会
の
変
化
」
と
い
う
大
き
な

環
境
変
化
に
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
未
曾
有
の
災
害
が
岩
手
県
を
襲
う
と
い
う

事
態
に
直
面
し
て
、「
復
興
に
向
け
て
県
立
大

学
と
し
て
ど
う
貢
献
し
て
い
く
の
か
」
と
い
う

大
き
な
命
題
に
も
立
ち
向
か
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
復
興
に
向
け
て
は

想
像
を
超
え
る
困
難
が
待
ち
受
け
て
い
る
と

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
復

興
を
担
っ
て
い
く
人
材
を
ど
う
育
て
る
の
か
。

産
業
や
医
療
、
福
祉
な
ど
の
現
場
で
復
興
と
そ

の
先
の
繁
栄
を
担
え
る
人
材
を
育
て
る
た
め

に
、
教
育
と
い
う
大
学
の
営
為
を
一
層
充
実
・

強
化
し
、
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
に
す
る
こ
と
が
必

 

計
画
に
定
め
た
様
々
な
取
り

組
み
は
、
岩
手
県
立
大
学
が
、
県

民
か
ら
愛
さ
れ
、
求
め
ら
れ
る
存

在
で
あ
り
た
い
と
願
う
教
職
員
の

総
意
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　

平
成
23
年
3
月
11
日
、
岩
手
県

は
東
日
本
大
震
災
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
想

像
を
絶
す
る
非
常
に
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
被
災
地
や
学
生
等

へ
の
当
面
の
支
援
体
制
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
岩
手
県
の
活
力
再
生

と
い
う
復
興
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
岩
手
県
立

大
学
と
し
て
も
そ
の
機
能
・
役
割
を
最
大
限

に
発
揮
で
き
る
よ
う
全
学
を
あ
げ
て
取
り
組

み
、
県
民
の
皆
様
と
と
も
に
歩
ん
で
い
く
存

在
に
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
始
ま
る
中
期
計
画
は
、
こ
の

よ
う
な
緊
急
事
態
に
お
い
て
一
層
本
学
の
真

価
を
問
わ
れ
る
も
の
と
な
り
、
そ
の
実
現
は

岩
手
県
が
再
び
元
気
を
取
り
戻
す
原
動
力
と

な
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
創
造
の
時
代
を
ひ
ら
く
岩
手
県
立

大
学
の
今
後
に
ご
注
目
下
さ
い
。

要
で
す
。
研
究
分
野
に
お
い
て
も
、
岩
手
の
復

興
を
見
据
え
て
、
各
学
問
分
野
に
お
い
て
調

査
・
研
究
を
強
化
し
、
被
災
者
の
生
活
再
建
に

向
け
た
政
策
提
案
を
着
実
に
進
め
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

復
興
を
目
指
す
県
民
の
方
々
の
大
学
に
対

す
る
大
き
な
期
待
に
全
力
を
挙
げ
て
応
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
努
力
こ
そ
が
、
18
歳

人
口
が
減
少
す
る
中
で
の
「
大
学
間
競
争
の
時

代
」
に
打
ち
勝
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
の
地
域

社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
県
民
生
活
を
よ
り

良
い
も
の
に
す
る
と
い
う
使
命
を
達
成
し
て
い

く
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
学
の
努
力
を
支
え
て
い
く
た

め
に
、
教
員
や
職
員
の
人
材
育
成
の
充
実
、
業

績
評
価
の
処
遇
へ
の
反
映
、
事
務
局
機
能
の
強

化（
特
に
も
法
人
採
用
職
員
の
雇
用
形
態
や
処

遇
の
改
善
）な
ど
、
意
欲
的
に
仕
事
に
取
り
組

め
る
体
制
を
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

計
画
が
絵
に
描
い
た
餅
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

実
行
と
そ
の
結
果
の
検
証
と
い
う
サ
イ
ク
ル
の

実
現
に
も
意
を
用
い
て
参
り
ま
す
。

こ
の
６
年
間
、
か
つ
て
な
か
っ
た
大
き
な
試

練
に
直
面
し
て
い
る
県
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

手
を
携
え
て
、
着
実
な
歩
み
を
進
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

岩
手
県
立
大
学
理
事
長 

相
澤

　徹

岩
手
県
立
大
学
学
長 

中
村

　慶
久

県
立
大
学
を
め
ぐ
る
環
境
変
化
に

積
極
的
に
対
応
し
た
い

県
民
か
ら
愛
さ
れ
、

求
め
ら
れ
る
存
在
で
あ
り
た
い

基本となる姿勢［中期目標］

大学がめざす6年後の姿

重点計画（6項目）

地域の中核人材育成と
活力創出に貢献する大学

学生の「志」を高める大学（教育）1 学生一人ひとりが持っている資質を引き出し、各分野
のリーダーとしての役割を担う「志」を持つ人材（地
域中核人材）を育成します。

地域に評価される研究推進、成果の公表目的意識、学習意欲ある入学者の確保

産学公連携の強化とシンクタンク機能の発揮体系的で一貫性のある教育プログラムの実施

教育・研究に意欲的な教職員の育成就業力育成支援による高い就職率の維持

地域から頼られる大学
（研究・地域貢献・国際交流）２
地域特性や地域のニーズを踏まえた研究活動を推進し、「知
の拠点」として、地域社会の活性化に貢献。また、国際交
流を活性化し、国際的視野を備えた人材を育成します。

効率的・機動的な大学運営（業務運営等）3 組織運営体制の強化、人事制度の適正化、安定した
財務基盤の確立、広聴広報活動の推進などにより、
県民から信頼される大学づくりを進めます。

学生の成長を最も重視する視点
学生を主人公とした学生の志を高める教育

地域社会を支える視点
岩手の活力を創出する研究・地域貢献

時代の要請や地域社会の要望に応える人材の育成。
学生の自主性、自立性を育て、学びを支える観点から大学の資源を配分。

困難な時代にあって地域社会を支え、
岩手の活力を創り出す社会貢献を積極的に展開。

学生
目線

地域
目線

第二期中期計画策定

研究・
地域貢献教  育

大学運営
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2010年９月にいわて県民情報交流センター
（アイーナ）で開催されたETロボコン東北大
会のスタッフのみなさんと記念撮影。甲斐谷
さんは大会の司会進行を務めました。

ゼミで2010年5月に一関市室根で行わ
れたNPO 法人「森は海の恋人」の活動
に参加し植樹をしました。

2010年12月に横浜で行われた全国組
込技術展（ET2010)のレセプションパー
ティで司会を務める甲斐谷さん。

ゼ
ミ
で
は
、ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
に
会
っ
て

活
動
の
始
ま
り
と
活
動
へ
の
思
い
を
熱
心
に
聞
き
ま
し
た
。

人
と
ふ
れ
あ
い
話
を
聞
き
出
す
姿
勢
が

身
に
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。

報
道
関
係
の
仕
事
に
就
く
こ
と
を

考
え
始
め
た
高
校
時
代

　
甲
斐
谷
さ
ん
は
、
盛
岡
第
二
高
校
の
1
年
生
か

ら
放
送
部
に
所
属
し
、3
年
生
と
な
る
直
前
の
春
、

第
78
回
選
抜
高
校
野
球
大
会
（
春
の
甲
子
園

2
0
0
6
年
3
月
）
の
開
会
式
と
閉
会
式
の
司

会
を
務
め
て
い
ま
す
。
開
会
式
と
閉
会
式
の
司
会

を
務
め
る
の
は
、
岩
手
県
で
は
初
め
て
と
な
る
快

挙
で
し
た
。

　
「
高
校
2
年
の
夏
に
行
わ
れ
た
第
52
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ

杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
の
朗
読
部
門
で
準

優
勝
し
た
こ
と
で
、
春
の
甲
子
園
の
司
会
・
進
行

役
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
放
送

委
員
は
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
だ
け
で
な
く
、
報
道
と
し

て
の
取
材
活
動
も
行
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
と
い
う
よ
り
報
道
関
係
の
仕
事
に
就
く

こ
と
を
考
え
始
め
て
い
ま
し
た
」

社
会
に
出
る
た
め
の
足
が
か
り
を

大
学
時
代
に
築
こ
う
と
決
意

　
報
道
関
係
の
道
に
進
む
と
し
て
も
、
地
元
で
活

動
し
た
い
、
そ
の
た
め
に
は
も
っ
と
地
元
の
地
域

を
知
ら
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
た
甲
斐
谷
さ
ん

は
、
県
大
へ
の
進
学
を
決
め
ま
す
。

　
「
広
く
地
域
を
知
り
た
い
、見
つ
め
て
み
た
い
、

そ
の
た
め
に
は
地
元
の
大
学
で
な
け
れ
ば
と
考

え
、
A
O
入
試
に
よ
る
県
大
へ
の
進
学
を
決
め

ま
し
た
。
A
O
入
試
を
選
ん
だ
の
は
、
高
校
時

代
に
何
を
や
っ
た
か
を
重
要
視
し
て
い
た
だ
け
る

と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
」

　
甲
斐
谷
さ
ん
は
、
入
学
に
際
し
て
、
大
学
で
自

分
に
は
何
が
出
来
る
の
か
、
何
を
す
る
べ
き
な
の

か
を
真
剣
に
考
え
ま
し
た
。

　
「
私
は
、
学
内
学
外
に
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
と

の
つ
な
が
り
を
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
活
か
す
よ
う

に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ど
ん
な
道
に
進
む
と

し
て
も
社
会
に
出
る
た
め
の
足
が
か
り
を
大
学
時

代
に
築
こ
う
と
決
め
た
の
で
す
」

大
学
2
年
次
が

私
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

　
甲
斐
谷
さ
ん
は
、総
合
政
策
学
部
1
年
の
時
に
、

県
民
会
館
で
行
わ
れ
た
出
身
高
校
の
新
校
舎
落
成

式
典
の
司
会
を
務
め
、
地
元
報
道
関
係
者
の
注
目

を
集
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
元
放
送
局
か
ら
の

依
頼
が
あ
り
、
地
元
制
作
番
組
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
担
当
。
そ
し
て
、
甲
斐
谷
さ
ん
が
人
生
の
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
と
い
う
2
年
次
の

夏
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の
司
会
の
依
頼
が
舞
い
込

み
ま
す
。E
T
ロ
ボ
コ
ン
東
北
大
会
の
司
会
で
す
。

　
「
E
T
ロ
ボ
コ
ン
東
北
大
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た

の
が
、
2
年
次
の
夏
で
、
第
一
回
の
会
場
が
県
立

大
学
で
し
た
。結
果
的
に
4
年
次
ま
で
の
3
年
間
、

E
T
ロ
ボ
コ
ン
の
司
会
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
私
に
と
っ
て
の
最
大
の
成

果
は
、
学
部
の
垣
根
を
越
え
た
交
流
が
生
ま
れ
た

こ
と
で
し
た
。
学
外
イ
ベ
ン
ト
の
司
会
依
頼
が
来

る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
2
年
次
の
こ
と
で
す
か

ら
、
大
学
2
年
次
が
私
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
将
来
は
、
報
道
関
係
の
仕

事
に
就
き
た
い
と
強
く
願
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

多
く
の
出
会
い
が
私
の
可
能
性
を

拓
い
た
と
感
じ
て
い
ま
す

　
甲
斐
谷
さ
ん
は
、
2
年
後
期
に
地
域
政
策
講
座

を
選
択
、
吉
野
ゼ
ミ
で
の
学
び
の
中
で
、
地
域
で

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う
多
く
の
人
に
出
会
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
ゼ
ミ
で
は
、
岩
手
の
い
ろ
ん
な
地
域
に
出
向

い
て
、
調
査
研
究
活
動
を
行
う
の
で
す
が
、
ま
ち

づ
く
り
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
の
話

は
と
て
も
有
意
義
で
、
今
後
の
私
の
活
動
に
き
っ

と
役
立
つ
だ
ろ
う
と
思
え
る
こ
と
ば
か
り
で
し

た
。
大
学
生
活
の
4
年
間
を
ふ
り
か
え
る
と
、
学

部
の
垣
根
を
越
え
た
交
流
や
学
外
の
い
ろ
ん
な
方

と
の
出
会
い
が
、
私
の
可
能
性
を
拓
い
た
の
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
出
会
い
に
よ
っ
て
社
会
へ
の
視

野
が
広
が
り
、
出
会
っ
た
多
く
の
方
が
私
の
可
能

性
を
確
か
め
る
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

　
こ
の
春
、
甲
斐
谷
さ
ん
は
、
地
元
放
送
局
へ
の

就
職
を
決
め
、
念
願
だ
っ
た
報
道
の
世
界
に
羽
ば

た
き
ま
す
。（
平
成
23
年
2
月
取
材
）

          どんなことにでも対応できる
      限界を感じさせない人でありたい。
          それが 私の将来に向かっての
                            テーマです。

卒
業
研
究
発
表
を
終
え
て
講
評
会
に
臨
ん
だ
地
域
政
策
講
座
の

み
な
さ
ん（
前
列
左
か
ら
3
番
目
が
甲
斐
谷
さ
ん
）

熱心な質疑応答が交わさ
れた平成22年度卒業研
究発表会地域政策学講
座の発表会場。甲斐谷
さんは「コミュニティFM 放
送が地域社会に与える影
響に関する研究」について
発表しました。

総合政策学部4年
吉野ゼミ［地域社会学講座］

甲斐谷 望さん
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CAREER MESSAGE
夢 を 生 き る  卒 業 生 の 今 を 知 り た い

地域の課題をみつけ
その解決に携わる役割を担いたい
雫石町役場上下水道課  上水道グループ主事 大橋 真里菜さん

●ソフトウェア情報学部［平成21年3月卒］

ＮＰＯ法人学生ビジニティいわて理事長 佐々木 正人さん
●総合政策学部［平成21年3月卒］

ボランティアとビジネスをつなぎ
新しいビジネスモデルの創出に挑戦

　雫石町は誰もが住みたくなる魅力ある町だという大橋さん。職場では、上下
水道料金の請求、収納、徴収業務などを担当しています。
　「仕事では、地域の方と接する機会もあるので、コミュニケーション能力が求
められますが、容易なことではありません」と話す大橋さん。大橋さんは、大
学時代に学んだインテリジェントソフトウェアシステム学講座（藤田研）の「宮澤
賢治プロジェクト」に自身のスキルアップのためのヒントがあると考えています。
　「プロジェクトでは、感情を考慮して人の思考を推測し、システムの行動を決
定するソフトウェアシステムの開発を行うのですが、私は主に声のピッチ・パワ
ー・時間といった音声特徴と感情の関係を研究していました。お客様の話をよく
聞き、相手が何を求め、何を言いたいのかを理解し判断する際に学んだことを
生かすよう努めています」
　大橋さんは、今後は、地域の課題をみつけ、課題解決をすることで、町のよ
り良い暮らしと訪れたい町づくりに尽力する、そのような役割を担う人材であり
たいと考えています。

　ＮＰＯ法人学生ビジニティいわては、「若手人材育成」と「ビジネスチャレンジ」
をテーマに、ベンチャー企業と学生のつながりを創出する組織として平成17
年に誕生。佐々木さんは、2代目の理事長として、多忙な毎日を送っています。
　「大学生が様 な々地域づくりに挑戦できる機会を提供していますが、ボラン
ティアとビジネスをつなぎ、地域活性化につながる新しいビジネスモデルを創
出したいと考えています。活動には、県大生はもちろん他の大学の学生も参
加しています。理事長の役割は、スタッフや学生に組織の目的や仕事の方向
を伝え、ビジネスチャンスをつくること。組織の顔として外に出向いて営業す
ることが日常の仕事です」
　佐々木さんは、毎年 5月に県大において1年生を対象としたNPO活動説
明会を開いて、学生スタッフ参加希望者を募っています。
　「学生のチャレンジ精神に期待したいと力説しています」という佐々木さん。
佐々木さんは、学生には大学時代の自由な時間を無駄にすることなく、学生
だからできることを大切にしてほしいと願っています。

県大YELLSのコーナーでは、
県立大学に寄せられたメッセージをご紹介しています。

学生のみなさん、思いっきり勉強していますか？

在学中に何かをやり込んでおくと良いと思う

橋場 友幹さん

三浦 康幸さん

岩手県立大学後援会長
はしば歯科医院

岩手県立大学同窓会東海支部長
アイシン・コムクルーズ株式会社

　東
海
地
方
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
が
、
私
は
岩
手
出
身
で
す
。

岩
手
出
身
・
県
立
大
学
出
身
な

ら
で
は
の
話
せ
る
事
も
あ
る
と

思
い
同
窓
会
総
会
の
設
定
を
し

ま
し
た
。
同
窓
会
は
、
情
報
交

換
の
場
で
あ
り
、
岩
手
を
懐
か

し
む
場
で
も
あ
り
ま
す
。
同
窓

会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
17
人
で
す

が
、
そ
の
う
ち
7
人
が
ア
イ
シ

ン
グ
ル
ー
プ
の
関
係
者
・
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
情
報
学
部
出
身
者
で
、

支
部
長
・
幹
事
と
も
に
ア
イ
シ

ン
グ
ル
ー
プ
に
勤
め
て
い
ま
す
。

他
の
同
窓
会
支
部
と
の
交
流
の

予
定
は
特
に
無
い
の
で
す
が
、

機
会
が
あ
れ
ば
一
緒
に
活
動
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　最
近
、
県
大
の
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
を
見
て
改
め
て
、
四
季
に

よ
っ
て
変
化
す
る
美
し
い
景
観

こ
そ
が
県
大
の
魅
力
だ
な
と
感

じ
ま
し
た
。
休
憩
・
活
動
す
る

場
も
十
分
あ
り
、
勉
学
に
励
む

場
と
し
て
良
い
環
境
だ
っ
た
と

　本
学
は
、
す
ば
ら
し
い
学
習

環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
充

実
し
た
設
備
を
背
景
に
、
著
名

な
教
授
陣
が
日
々
の
研
究
に
情

熱
を
傾
け
、
さ
ら
に
「
実
学
実

践
」
の
旗
印
の
も
と
、
学
生
一

人
ひ
と
り
に
き
め
細
や
か
な
教

育
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
貴
重

な
青
春
時
代
、
多
く
の
友
人
を

得
て
、
生
活
に
追
わ
れ
る
こ
と

な
く
勉
強
に
没
頭
で
き
る
こ
と

は
し
あ
わ
せ
な
こ
と
で
す
ね
。

　も
ち
ろ
ん
、
勉
強
と
い
う
も

の
は
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
一

生
続
き
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
楽

し
さ
に
気
づ
き
、
健
全
な
勉
強

の
習
慣
が
身
に
付
く
の
が
、
多

く
は
大
学
時
代
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
受
験
勉
強
と
は
全

く
異
な
り
、
好
き
な
分
野
で
普

遍
的
な
知
識
な
い
し
技
術
の
習

得
が
習
慣
づ
け
ら
れ
る
。
そ
ん

な
チ
ャ
ン
ス
に
満
ち
て
い
る
の

が
、
ま
さ
に
今
な
の
で
す
。

　一
方
で
、
現
今
の
就
職
問
題

思
い
ま
す
。

　学
生
の
み
な
さ
ん
に
ア
ド
バ

イ
ス
し
た
い
の
は
、
在
学
中
に
、

何
か
を
こ
れ
で
も
か
と
い
う
く

ら
い
や
り
込
ん
で
お
く
と
良
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
大
学
生
活

の
軸
と
い
う
か
、
や
り
込
む
も

の
が
中
心
の
生
活
を
過
ご
す
く

ら
い
ま
で
熱
心
に
取
り
組
む
こ

と
で
す
。
私
の
場
合
は
研
究
室

に
こ
も
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

触
れ
続
け
る
こ
と
で
し
た
。
や

り
込
む
も
の
は
何
で
も
良
く
て
、

極
端
な
こ
と
を
い
え
ば
ゲ
ー
ム

で
も
よ
い
の
で
す
。
や
り
込
む

か
ら
得
る
も
の
が
何
か
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
が
就
職
活
動

で
も
ア
ピ
ー
ル
す
る
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
使
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
や
り
込
ん
だ
も
の

が
人
と
違
っ
た
特
徴
的
な
も
の

で
あ
れ
ば
言
う
事
は
な
い
と
思

い
ま
す
。

　東
海
地
方
に
い
る
の
で
感
じ

る
事
だ
と
思
い
ま
す
が
、
岩
手

県
立
大
学
は
、
ま
だ
で
き
た
ば

か
り
の
大
学
で
知
名
度
が
あ
ま

り
高
く
な
い
。
良
い
大
学
だ
と

思
う
の
で
、
在
学
生
も
卒
業
生

も
、
も
っ
と
も
っ
と
活
躍
し
て

有
名
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

の
奥
深
さ
に
は
胸
を
痛
め
ま
す
。

と
も
す
る
と
、
学
生
生
活
の
半

分
が
就
職
活
動
の
た
め
に
費
や

さ
れ
て
い
ま
す
。
就
職
試
験
や

面
接
対
策
に
つ
い
て
の
技
術
論

に
つ
い
て
は
そ
の
大
切
さ
は
否

定
し
ま
せ
ん
し
、
大
学
で
は
就

職
サ
ポ
ー
ト
へ
も
厚
い
手
当
て

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

あ
く
ま
で
も
、
社
会
に
出
て
か

ら
生
き
て
い
く
力
の
根
元
は
そ

の
個
人
の
中
に
あ
り
ま
す
。
実

社
会
で
必
要
な
こ
と
は
、
小
手

先
の
知
識
で
は
な
く
基
本
的
資

質
と
し
て
の
「
気
概
」
で
あ
り
、

向
上
心
を
持
ち
続
け
る
能
力
で

す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
大
学
で

の
真
摯
な
る
学
び
の
プ
ロ
セ
ス

で
培
わ
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　わ
れ
わ
れ
後
援
会
は
、
皆
さ

ん
の
健
康
と
、
自
己
実
現
の
成

就
を
願
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

自
ら
の
力
を
信
じ
て
、
精
進
を

続
け
て
く
だ
さ
い
。
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